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石
門
心
畢
に
川
町
け
る
牌
消
息
却

第
五
十
三
春

第
川
揖

じ
II~J 

四
一
一
一
六

庖売

死

1I 

石

門

心

事

正

於

げ

る

経

済

思

想

竹

中

靖

序

言

石
間
柄
践
を
始
岨
と
す
る
一
心
門
心
取
は
、
粧
済
閣
牢
者
に
依
っ
て
町
人
の
材
開
平
乃
至
は
庶
民
間
半
と
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
教
育
山
中
者

の
聞
で
は
、
心
撃
を
以
て
人
間
墜
と
な
し
、
士
庶
一
貫
の
人
の
道
を
説
〈
哲
撃
と
注
す
主
技
が
あ
ふ
。
惟
ム

K
、
石
門
心
曲
目
チ
が
、
町

人
の
龍
験
か
ら
生
れ
出
た
と
と
も
明
か
で
あ
る
と
共
に
、
町
人
白
世
界
の
み
を
考
へ
て
ゐ
た
の
で
な
い
と
と
も
事
賓
で
あ
る
。
か
く

の
如
き
富
山
盟
申
息
怨
の
性
格
論
は
、
姑
〈
誼
〈
と
し
て
も
、
経
桝
思
想
史
上
よ
り
見
れ
ば
、
総
巌
が
町
人
存
立
の
煮
義
を
高
調
す
る
と

共
に
、
町
人
道
心
碓
t
k
努
力
し
た
と
と
は
、
最
も
悼
と
す
べ
き
業
蹟
で
あ
る
。
而
し
て
、
手
島
堵
山
崎
以
下
に
依
っ
て
組
漣
せ
ら
れ

た
心
思
思
想
は
、
町
人
道
白
躍
の
間
四
、
更
に
は
一
般
に
経
済
生
活
白
倫
明
化
を
巾
心
と
し
て
展
開
せ
ら
れ
、
而
も
蒋
L
昔
枇
台
数

化
の
貨
を
県
げ
得
た
の
で
あ
る
。
裁
が
園
建
隆
替
の
岐
劉
に
際
脅
し
、
皇
国
経
桝
迫
確
立
の
要
請
今
ほ

E
切
た
る
も
の
た
き
秋
に
常

り
、
石
門
心
皐
忙
於
付
る
経
済
思
想
を
一
肱
検
討
す
る
こ
と
も
決
し
て
無
意
義
で
は
泣
い
と
忠
ふ
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
不
門
む
山
崎
7

は
、
常
に
卑
俗
の
耳
に
入
り
易
垂
表
現
を
採
っ
て
は
ゐ
た
が
、
そ
む
根
底
を
貫
い
て
軒
目
皐
的
侍
統
を
失
は
な
か
う
た
慰
に
通
俗
説
話

野村兼太郎氏、概祖日本担掛思想史ー本1全犠「合郎博子軒、日本市十骨史、 ..6頁。
189頁以下。
石川謙博士、心、塾教化の本質並に琵達、32、r{及 u'石門心畢史白肝究、5貰以下c

回遊留藤氏、梅雌量化の本質(法政大串編日本精岬史論纂第二巻)66頁以-F，
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ムL
異
在
る
特
徴
を
も
つ
が
故
に
、
私
は
庇
づ
心
撃
に
於
け
る
哲
撃
的
原
理
主
概
説
し
た
る
後
、
そ
の
経
済
思
想
を
検
討
し
度
い
と
思

ふ
の
で
あ
る
。

心
墜
に
於
げ
る
哲
皐
的
原
理

な
+
F

特
援
の
車
問
は
、
全
く
盟
問
験
か
ら
生
れ
、
生
活
心
賢
践
に
終
る
。
文
字

ι泥
む
は
糟
粕
を
味
ふ
に
同
じ
く
、
文
字
知
ら
十
し
て
も
‘

親
の
去
は
成
り
、
沼
市
の
忠
も
成
る
。
只
、
心
を
議
し
て
五
倫
の
道
を
能
く
す
れ
ば
、
一
宇
不
思
と
雌
も
、
之
号
資
白
皐
者
主
一
一
凸
ム
E

主

こ

ろ

が

ぎ

勾

と
が
出
来
Z
G
布
施
松
品
朝
、
中
津
道
一
-
以
下
が
、
一
切
の
書
物
は
、
皆
、
心
の
問
書
に
過
ぎ
た
い
と
主
張
し
た
な
場
は
、
心
皐
白
僻

統
で
あ
っ
た
。

船
爆
は

然
る
に
、
足
も
直
接
に
し
て
、
最
も
椛
寅
左
E
鵠
験
は
心
で
あ
る
が
敢
に
、

持
心
よ
り
左
す
、
心
は
身
の
ヒ
た
り
つ
じ
と
巧
へ
て
唯
心
的
人
間
槻
を
樹
立
し
た
。
然
し
、
謂
ム
と
乙
ろ
白
心
は
、
物
に
針
す
る
心
で

は
た
く
、
物
の
現
が
即
ち
心
で
あ
る
と
巧
へ
る
白
で
あ
る
。
か
L
る
忠
怨
白
根
底
に
は
、
儒
教
膏
曲
学
に
於
け
る
性
の
概
念
が
棋
は
つ

心
を
知
る
を
事
問
の
初
と
在

L
、
「
時
事

て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
松
巌
の
背
皐
に
は
、
心
と
性
と
元
ム
微
妙
在
問
題
が
あ
っ
た
。
同
〈
、

『
心
と
い
へ
限
、
性
情
を
需
品
、
副
都
関
旧
あ
り
。
性
と
い
へ
間
報
に
し
て
掃
な
り
。
心
は
動
い
て
川
な
り
。
心
の
韓
E
以
て
い
は
ピ
性
に
似
た
る
所

あ
り
。
心
の
健
は
う
つ
る
一
ま
で
に
て
無
心
な
り
。
性
も
全
た
無
心
な
り
。
心
は
集
に
麗
し
、
性
は
理
に
鴎
ナ
。
理
は
寓
帽
の
う
ち
に
こ
も
り
あ
ら
は
る

る
と
と
な
L
。
心
は
あ
ら
は
れ
亡
刊
を
う
っ
す
0
1
人
よ
り
い
ふ
時
は
集
は
先
に
し
て
性
は
後
な
り
。
天
地
の
理
よ
り
い
ふ
時
は
、
刊
あ
っ
て
棟
集
を

生
f
o
4
7
韓
を
は
て
い
ふ
時
は
理
一
物
な
川
。
一
=

迎
。
人
慨
に
宿
っ
た
も
の
が
性
で
あ
る
が

人
よ
り
見
れ
ば
心
に
依
っ
て
性
が
認
識
せ
ら

四
は
酬
刊
に
し
て

む
は
用
で
あ
る
。

れ
、
天
地
の
側
よ
り
見
れ
ば
迎
あ
っ
て
後
心
も
生
、
下
る
。
こ
h

民
、
一
六
の
現
と
人
の
心
と
が
結
び
付
き
、
人
間
関
忙
於
け
る
唯
心
論

石
門
品
製
に
於
け
る
糾
桝
思
想

策
五
十
三
巻

四一-一七

第
四
競

七
五

石川栴院、都出問答、巻之二U{t世主庫)63頁J伎巻之ー(同前)22頁ーは下凡て
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石
門
心
凶
唱
に
於
け
る
仰
腕
桝
思
想

第
五
十
三
容

四一一一入

第
四
腕

七
ノ、

と
の
宇
宙
槻
よ
り
し
て
、
椋
巌
は
、

任
中
る
子
た
り
L

止
問
じ
、
「
人
は
一
向
の
小
天
地
た
り
」
と
説
く
の
で
あ
る
。

H
月
起
肢
の
運
行
、
四
季
の
桁
環
等
、
易
に
一
五
ふ
陰

は
、
儒
教
的
字
桁
視
に
依
っ
て
裏
付
付
ら
れ
る
。

「
我
は
万
物
の
一
な
り
、

万
物
は
又
よ
り

陽
五
行
の
大
学
山
が
、
そ
の
ま
、
人
間
白
山
界

ι山
川
り
、
人
は
一
筒
の
小
天
地
と
考
へ
ら
れ
る
。
干
し
の
大
字
由
と
小
宇
怖
に
通
じ
て

見
ら
る
i

、
目
然
心
訟
則
が
印
ち
却
で
あ
り

そ
れ
が
人
に
祈
っ
て
性
と
一
叶
ふ
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
昔
自
然
主
義
的
世
界
観
は

!
l

尤
も
そ
れ
は
，
H
然
科
早
的
と
一
千
点
意
味
で
の
日
然
主
義
で
H
U
在
い
が
|
|
漸
く
勃
興
し
山
県
れ
る
市
民
刷
人
明
日
に
就
て
の
船
山
雌
の
関
験
に

印
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
布
民
刑
台
K
於一
L

は
、
人
間
相
互
の
関
係
は
、
荊
品
交
換
の
聞
係
、
物
相

-H
の
聞
係
と
た
っ
て
現
は
れ
、

個
人
は
夫
々
の
志
士
山
か
ら
狐
ー
し
た
市
民
刷
合
心
経
抗
刷
機
桃
の
ド
に
立
ち
、
一
杭
令
勢
力
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
。
か
、
る
一
刑
台
勢
力

は
、
無
意
識
的
、
無

n質
的
た
耐
命
回
目
然
で
あ
っ
て
、
秘
巌
の
語
を
以
て
一
一
計
へ
ば
一
大
で
あ
る
。
的
ち
、
商
品
市
揚
の
相
場
も
、
紋
に

ル
判
れ
ば
、
「
天
の
な
寸
問
、
商
人
の
私
に
あ
ら
や
」
と
糊
ぜ
ら
れ
る
。
堵
庵
が
、
「
人
と
利
を
ザ
ム
は
己
一
人
が
力
に
て
世
界
中
の
人

を
相
手
に
し
て
廿
引
す
る
に
似
た
り
の
何
ほ
ど
大
力
な
り
と
も
一
人
が
力
世
界
中
の
人
に
勝
つ
べ
き
い
は
れ
左
し
」
と
説
い
た
の
も

刑
台
自
然
忙
到
す
る
個
般
の
無
力
を
一
口
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ち
、

高
物
一
と
し
て
同
形
同
質
白
平
等
一
枚
で
は
あ
り
朝
刊
た
い
。

形
に
芽
別
あ
り
、

そ
の
機
能
を
具
に
ナ

天
地
の
問
、

Z
。
己
、
に
、
祢
巌
は
、
相
判
自
た
る
「
形
忙
巾
る
心
」
の
設
を
カ
て
た
の
で
あ
る
。
帥
ち
円
く
、

も
と

T

M

v

y

d

か

ね

aa

た
す

『
元
車
形
あ
る
者
は
静
を
怖
に
心
と
も
知
る
べ
L
。
肺
百
一
へ
ば
夜
寝
入
り
た
る
と
き
、
寝
掻
き
L
、
を
ぼ
へ
ヂ
形
を
相
〈
。
是
形
が
伯
に
心
な
る
所
な
り
。

ぽ
ラ
4
り
も

L

又
矛
々
木
中
に
荷
つ
て
は
人
を
盤
さ
ず
。
蚊
と
鱒
亡
て
忽
に
人
を
盤
す
。
乙
れ
形
に
由
る
の
心
な
り
。
蛙
は
自
黙
に
蛇
を
恐
る
。
蛇
円
形
円
い

生
る
れ
ば
蛇
を
恐
る
L

は
形
が
闘
に
心
な
あ
所
な
"
円
。
』

蚊
と
危
れ
ぽ
人
を
整
し
、
蛙
と
な
れ
ば
蛇
を
恐
れ
る
。
い
づ
れ
も
「
形
に
，

mる
心
L

で
あ
る
。
之
を
一
耽
合
的
に
見
れ
ば
、
武
士
に
は

武
士
の
心
が
あ
り
、
町
人
に
は
町
人
の
心
が
あ
る
。
人
そ
れ
ん
¥
形
に
よ
る
心
に
叫
し
て
生
昔
、
そ
の
機
能
を
溌
揮
し
て
、
職
分
を

重量を示す。 3) 部副l問答、容之 、20-2I頁。
石田先生事政(赤堀又戎郎氏縮、心皐議書f第六嗣)312-3頁。
都郁問答、春之三、 87百。 6) 同前、巻之二、 70百。
手島培庵、町人身搬なほ L (明倫脅銅、手島婿庵金集)202頁 o i~J、拙稿、手応
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励
む
己
と
に
依
っ
て
、
世
の
中
の
生
活
が
完
う
さ
れ
る
。
而
も
、
梅
巌
は
、
「
万
物
に
天
の
賦
し
興
ふ
る
理
は
同
じ
と
い
へ
ど
も
、
形

に
貴
闘
同
あ
り
J
V

と
考
へ
た
が
放
に
、
階
級
む
上
下
、
身
分
の
隼
卑
を
承
認
し
、
「
今
日
白
鴎
民
世
渡
り
の
己
と
は
定
り
あ
る
者
友
り
」

と
見
た
が
此
に
、
日
夜
峨
の
世
襲
主
主
張
し
、
己

L
に
、
封
建
牒
制
を
何
ら
批
判
す
る
己
と
左
〈
交
本
L
て
、
問
問
き
が
A
H
昔
に
仕
へ
、

下
が
卜
-
に
来
十
る
己
と
を
自
然
の
道
で
あ
る
と
考
へ
る
と
共
に
、
身
分
の
同
定
P
疑
は
在
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
こ
の
揚
合
に

も
、
梅
山
肢
が
狙
く
主
張
し
た
白
は
、
典
へ
ら
れ
た
峨
分
を
当
り
、
夫
々
「
形
に
山
る
心

L
E完
う
す
る
賦
に
あ
っ
た
。

他
方
、
ま
た
、
こ
の
「
形
に
山
る
心
」
の
説
は
、
梅
山
脇
自
身
が
墜
問
に
叫
訓
ず
る
揚
合
に
も
殻
揮
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
印
ち
、
「
神
儒
仰

す

で

た

イ

ま

日

と
も
に
悟
る
心
は
一
な
り
」
と
か
丹
へ
て
、
「
一
も
合
中
一
に
泥
」
ざ
る
態
度
宇
堅
持
し
た
が
、
「
物
に
向
っ
て
法
は
特
る
」
と
兄
、
心
を

ず
ま清

す
に
は
悌
法
を
よ
し
と
す
る
も
、
身
に
行
ひ
、
円
棋
を
費
へ
、
ー
へ
下
岡
山
長
を
治
む
る
法
に
は
儒
教
を
以
て
よ
し
と
し
た
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
論
じ
て
ゐ
る
d

然
し
、
儒
仰
の
二
者
に
も
ま
し
て
、
岬
叶
叫
が
重
ぜ
ら
る
べ
〈
、
川
遣
と
そ
は
県
岡
の
教
の
校
本
止
考
へ
ら
れ
、主

乏

「
H
本
三
部
の
主
目
を
切
か
に
せ
は
、
何
不
足
あ
る
べ
き
や
L

と
さ
へ
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
さ
れ
は
、
彼
は
コ
一
款
の
勃
れ
を
も
ブ
心
円
山
間

S

手
貯

草
」
と
し
た
り
で
あ
る
が
、
「
儒
遺
側
道
老
子
妊
子
に
手
一
る
ま
で
、
議
く
此
闘
の
相
と
す
る
や
う
に
悶
」
ひ
血
ば
た
ら
む
と
確
信
し
た

の
で
あ
る
ロ
か
く
亡
、
仰
巌
り
数
況
に
於
け
る
所
前
一
一
一
毅
一
致
は
、
=
一
教
各
々
そ
の
山
内
を
叫
し
め
て
止
揚
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

基
本
と
な
り
し
は
紳
遣
で
あ
っ
た
。
放
に
、
悔
践
は
よ
く
北
が
凶
慨
を
開
認
し
T

ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
天
間
皇
太
刊
，
日
を
示
問
と
崇

め
心
事
り
、
そ
の
御
脊
を
一
夫
の
大
対
と
し
て
仰
ぎ
来
る
川
閥
日
本
の
阿
川
山
売
る
自
慢
が
、
山
仙
の
数
説
の
長
礎
に
深
く
泌
み
込
ん
で
ゐ

る
白
で
あ
る
ロ
印
ち
円
く
、

っ
か
犬
と
り

『
我
朝
の
紳
明
も
、
伊
枠
諾
申
、
伊
非
加
隼
よ
り
受
玉
H
V

、
H
月
足
民
よ
り
、
寓
物
に
至
る
意
で
総
て
主
玉
ひ
、
残
る
所
な
き
ゅ
へ
に
唯
一
に
し
て

一
例
岡
と
は
云
へ
り
。
己
誌
は
工
夫
あ
る
べ
き
所
な
り
。
枯
れ
Y
』
も
底
土
に
替

m
我
怖
に
は
、
大
刷
宮
山
御
末
を
醐
酬
が
せ
玉
ひ
御
枯
れ
に
立
た
せ
玉
F
J
U

悼

石
門
心
瞳
に
於
げ
る
純
情
思
想

-!; 

で七

館
五
十
=
一
巻

四

九

措
期
間
競

'J¥庵の艇済思想(艇椀史研究、第二ト凹各第六抗)50頁参照。
都榔問窓、佳之一主、95頁 9) 同前、巻之ニ~.~o頁 '0) 同前、巷之豆、97頁。
同前、巻之三、 I∞-103頁。>2) 同前、審之二、 52頁。
主書院慈昔出、 f且得}的年午、巷之三(前掲，C~串叢帯、第五編)、 2lS真。

8) 
口)
'3) 



石
門
心
串
に
於
け
る
融
情
思
想

第
五
十
一
一
一
巻

四
阿

O

第
四
披

U 
i¥. 

一
夫
の
君
の
御
匝
先
に
て
恥
た
ら
せ
王
へ
ぽ
、
下
高
民
に
至
る
ま
で
事
官
と
言
ひ
て
、
者
イ
捧
読
す
る
な

り
。
唐
土
に
は
此
例
な
し
。
此
闘
に
は
宗
廟
と
申
ぷ
ゆ
「
に
、
刊
雌
本
初
曜
を
捧
げ
来
る
。
今
日
天
下
の
高
民
よ
り
君
へ
貫
帽
を
梓
「
る
が
如

I
V』

て
天
間
皇
太
紳
官
を
京
嗣
と
あ
が
品
車
り
、

弐
に
、
賞
践
を
章
ん
十
る
心
闘
牢
哲
皐
の
判
併
は
、
そ
の
立
場
を
、
官
接
の
主
情
と
し
て
の
個
酬
聞
の
主
閥
的
立
抑
制
に
惹
苦
付
け
た
の

で
あ
る
が
、
こ
り
鞘
に
附
し
て
は
、
師
説
を
組
漣
し
て
、
更
に
賢
践
化
し
、
主
槌
化
し
た
堵
庵
心
開
宇
に
於
て
、
最
も
著
し
〈
見
ら
る

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
堵
庵
は
、
本
山
の
暫
開
宇
を
樹
立
し
、
本
心
に
劃
し
て
私
心
を
匝
別
し
、
私
心
を
去
っ
て
「
我
在
し
の
揚
」
或
は

「
私
案
た
し
の
場
L

に
生
く
べ
き
を
主
張
し
た
。
こ
の
「
我
た
し
」
と
一
一
百
ふ
概
念
は
、
長
く
心
撃
思
想
の
侍
統
と
在
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
「
我
駐
し
」
に
な
る
と
言
ム
こ
と
は
、
個
慨
が
小
我
を
否
定
し
て
附
の
中
に
和
合
す
る
と
と
で
あ
り
、
佃
慌
が
枇
合
自
然
に
従
う

」
和
合
す
る
こ
と
こ
そ
心
事
思
想
白
主
流
で
る
っ
た
。
然

L
、

全
般
か
ら
離
れ
た
個
憾
で
は
左

と
も
よ
り
、

謂
ム
所
の
個
般
は
、

ぃ
。
「
人
は
一
簡
の
小
天
地
し
と
見
た
個
憾
で
あ
っ
た
。
我
な
し
と
一
五
ふ
の
は
、
佃
植
の
立
揚
を
一
肱
否
定

L
、
小
我
の
世
界
を
止
揚

し
た
も
の
で
あ
っ
工
、
己
、
か
ら

X
地
白
却
に
遮
る
白
で
あ
る
。
故
に
、
埼
庵
に
依
っ
て
一
感
主
償
化
せ
ら
れ
穴
心
感
荷
崩
申
は
、
‘
内

び
、
遺
二
に
依
つ
一
ヶ
客
制
的
た
枇
曾
秩
序
を
取
上
げ
て
、
遣
の
哲
壊
と
な
っ
た
白
で
あ
句
向
。
然
し
、
そ
の
道
は
、
自
然
に
明
か
た
道

で
あ
っ
て
、
「
道
と
は
何
ぞ
、
夏
に
な
れ
ば
暑
う
た
る
。

秋
は
楓
が
紅
葉
す
る
。

夜
が
明
け
る
と
ち
う
/
¥
か
あ
/
¥
、
応
は
烏
の

め

道
、
雀
は
雀
の
述
。
柿
心
木
に
柿
が
刊
来
る
、
粟
の
木
に
粟
が
出
来
る
L

F

一
二
日
ム
道
で
あ
る

J
V

邸
ち
、
栴
巌
の
一
「
形
に
山
る
心
L
の
説

に
恭
く
も
の
で
あ
る
が
、
人
の
遣
は
人
の
心
に
内
在
す
る
遣
で
あ
り
、
や
は
り
叉
私
心
を
去
っ
た
我
左
し
の
場
を
す
ふ
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
天
地
和
合
の
道
で
あ
り
、
文
興
の
職
分
を
忠
買
に
勤
め
上
げ
る
道
で
あ
り
、
而
も
そ
れ
は
恰
も
自
然
界
白
草
木
白
河
獣
各
々
夫

々
天
性
に
膝
じ
て
和
合
し
て
ぬ
る
り
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
か
〈
て
週
二
は
「
我
注
し
の
仁
白
虎
に
居
れ
ば
、
道
は
自
然
に
行
は
れ

す

冷

ほ

る
し
と
設
昔
、
そ
の
遣
は
「
た
ピ
索
也
に
和
合
の
道
c

此
外
に
逝
は
友
い
。
-
一
一
一
聖
人
は
ョ

一
切
高
物
を
心
・
と
し
て
、
共
外
に
別
に

都郡問答、巻之豆、 104-5頁。 15) 同前、巷之工、 47頁。
前掲拙稿一手島崎庇の担摘思想、 48頁以下事問。
拙稿、心、長道訴に現はれた市上骨髄消思想(ー)、 (Ol口前1皐雑誌、第 1 巻第六

韓)65頁瓜 F事周。
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心
は
た
い
。

物
来
り
て
順
癒
す
る
。
心
は
虚
震
不
昧
忙
し
て
寓
事

K
感
じ
て
跡
た
し
。
た
い
込
昨
臨
・
ず
る
ば
っ
か
り
、
主
人
に
向
へ

ば
王
人
ば
っ
か
り
、
親
に
向
へ
ば
親
ば
っ
か
り
、
花
忙
向
へ
は
花
ぽ
っ
か
り
、

っ
て
、
人
は
一
簡
の
小
天
地
、
天
地
の
外
に
道
は
た
い
」
と
説
ノ

γ

遣
と
い
ふ
は
順
応
す
る
ば
っ
か
り

J

。
去
る
に
よ

心
開
申
思
想
の
草
瓢
は
、

小
我
を
止
揚
し
た
我
た
し
り
境
地
に
入
る
己
止
で
あ
り
戸
、

我
な
し
に
な
れ
ば
白
ち
天
地
白
大
道
に
従
つ

て
、
人
々
は
和
合
す
る
己
と
が
出
来
る
。
和
合
の
道
は
、
心
撃
を
貫
く
侍
統
的
精
一
酬
で
あ
っ
た
。
「
す
べ
て
加
の
巾
は
、

合

は

ね

ば

世

波

り

は

出

会

も

%
L世
の
中
に
最
も
大
切
と
と
は
、
和
合
の
池
で
あ
る
。
道
二
は
染
白
和
合
に
例
を
き
て
己
の

五
K
助
け

事
を
説
い
て
ゐ
る
。
日
く

『
一
世
架
の
笛
は
筒
、
太
鼓
は
大
鼓
、
鼓
は
此
と
、
剖
子
白
あ
ふ
は
利
合
同
教
へ
。
換
も
和
合
せ
ね
ば
舞
を
季
一
三
畢
ほ
同
車
向
。
望
人
も
舞
人
も
、

ま
し
て

互
に
融
合
ム
て
和
合
す
れ
ば
こ
そ
、
問
拍
子
が
合
う
て
、
面
白
〈
架
も
で
き
る
。
あ
れ
が
、
業
人
は
梁
人
、
舞
人
ほ
舞
人
と
、
我
雲
、
誌
に
や
っ
て
見
る

わ
げ

が
よ
い
。
分
も
な
(
『
ん
ち
中
ん

f
k
と
、
騒
し
い
計
り
で
、
中
々
面
白
い
慮
へ
は
ゆ
か
向
。
換
も
惑
の
至
ら
ぬ
も
の
は
、
向
ふ
へ
か
玄
は

ず
、
設
ば
か
り
よ
〈
仕
よ
弓
と
か
L
る
か
ら
、
嗣
子
が
あ
は
向
。
筒
は
笥
で
向
ふ
に
構
は
ず
、
世
僚
に
吹
き
、
太
鼓
は
太
鼓
、
誌
は
鼓
で
、
て
ん
ル
¥

向
々
、
我
君
、
主
に
し
て
は
、
片
び
い

/
¥
E
ん
/
¥
ち
宇
ん
/
¥
と
大
騒
ぎ
ば
か
E
で
、
中
々
品
目
梨
嵐
で
は
な
い
。
』

而
も
、
和
合
白
迫
は
人
相
互
の
慌
の
結
び
に
あ
る
白
み
で
は
な
い
。
上
下
主
従
も
亦
和
合
の
道
に
結
は
れ
ね
ば
友
ら
左
い
。
乙
、

に
、
道
二
は
、
封
建
開
制
白
支
配
者
が
、
下
級
者
に
養
は
れ
て
ゐ
る
所
以
を
白
魔
す
べ
き
を
一
一
日
っ
て
、
次
の
如
く
漣
べ
て
ゐ
る
。

円
お
れ
は
ヰ
人
ヒ
宇
と
い
う
て
、
た
っ
た
一
人
り
き
ん
で
厨
た
と
て
、
家
高
と
い
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
旦
那
樺
/
¥
主
い
へ
ば
こ
そ
、
主
人
ピ
や
、
恐

た
が
や
し

れ
な
が
ら
、

J
々
様
占
で
も
同
じ
こ
と
、
品
同
下
々
の
も
の
に
、
官
由
主
れ
て
醐
座
な
さ
る
こ
と
を
、
御
存
じ
な
さ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
宵
析
は
宵
性
で
、
耕

を
し
て
、
御
年
貢
を
納
品
れ
ほ
と
そ
、
下
々
へ
帥
扶
持
を
下
さ
る
こ
と
が
出
事
る
。
そ
の
外
夫
々
の
掬
佼
人
が
あ
っ
て
、
召
上
り
物
棚
召
柑
か
ら
、
稀

々
様
々
、
何
一
ッ
御
不
自
由
な
い
や
う
に
、
結
構
に
港
ば
さ
れ
て
い
ら
せ
ら
れ
る
は
ラ
枠
制
家
曜
が
あ
れ
ば
こ
そ
な
れ
。
一
切
下
か
ら
恵
脅
ふ
れ
て
入
ち

ぜ
ら
れ
る
の
じ
宇
。
世
界
中
か
ら
天
下
様
と
崇
品
来
札
ば
こ
そ
、
五
下
様
ピ
宇
。
天
下
は
一
人
の
天
下
に
る
ら
ず
、
天
下
白
人
の
天
下
ピ
や
。

石
門
心
串
に
於
け
る
粧
情
思
想

第
五
十
三
巻

R'l 
IlH 

第
問
披

七
プb

，8) 道二翁道話、三開巻 1、79---8。頁。
円) 同前、相縞巷上、 29-30頁。向績輔、二幅笹上、 25Y頁0
2;0)、21) 誼二翁逸話縞編、二制巻之1-."252-3頁。



有
門
心
酬
明
に
於
け
る
細
川
桝
思
想

第
五
卜
)
一
一
巻

F又。

政
用
問
擁

同
V可

ケ
岡
泊
め
る
に
も
、
殿
様
ば
か
り
で
は
滑
ら
向
。
兎
角
に
和
告
が
本
。
隈
概
あ
ワ
て
由
民
、
民
あ
っ
て
白
殿
様
。
そ
れ
ゆ
ゑ
民
は
民
で
、
ー
を
敏

ふ
謎
が
正
L
〈
な
い
と
、
闘
が
泊
ま
ら
ぬ
。
又
恐
れ
な
が
ら
も
上
々
様
も
、
立
蹄
ワ
て
御
首
選
ば
す
と
、
一
明
皆
民
に
恵
ま
れ
て
榔
出
あ
そ
ば
す

な

き

盟

ゆ
五
時
白
骨
世
話
を
成
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
夫
が
天
白
逝
ビ
畠
T

G
』

以
上
選
べ
し
畑
く
、
心
感
哲
撃
の
根
底
に
は
、
天
地
白
道
主
流
〈
自
然
主
義
が
横
は
っ
て
ゐ
る
と
共
に
、
四
四
験
と
資
時
四
と
を
粛
ん

十
る
立
揚
よ
り
、
個
憾
の
反
省
が
中
心
課
題
と
た
り
、
個
惜
の
立
!
易
よ
り
、

一
際
個
糟

E
否
定
し
て
我
な
し
の
境
地
主
説
く
が
、
そ

と
に
考
へ
ら
る
h
世
界
は
、
犬
地
で
あ
り
、
天
下
で
あ
り
、
天
地
、
天
下
を
民
〈
自
然
の
遣
が
問
題
と
在
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

個
鰻
が
そ
の
本
心
主
抽
出
羽
す
る
こ
と
は
、
と
白
自
然
。
遣
に
従
ふ
こ
と
i
h

友
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
人
々
が
豆
に
和
合
す
る
こ
と
L
な

る
白
で
あ
る
。
己
の
意
味
に
於
い
て
、
心
感
は
、
依
然
と
し
工
伺
醐
掘
り
心
を
反
省
す
る
心
堕
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
揚
合

ιY口
ふ
個

関
は
、
「
人
は
一
筒
白
小
天
地
」
と
見
た
価
慌
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
や
、
{
茶
の
博
成
良
と
し
て
の
個
純
で
あ
っ
た
。
梅
巌
は
「
発
舜
の

mu 

道
は
孝
悌
而
己
」
と
閲
悟
し
た
の
で
あ
り
、
彼
白
『
費
家
論
』
は
、
倹
約
を
本
と
し
て
家
主
賓
ム
ペ
雪
道
左
詳
漣
せ
し
も
り
で
あ
っ

問

て
、
モ
白
上
巻
白
木
尾
に
は
つ
家
内
和
合
し
て
一
人
の
如
〈
治
る
な
ら
ば
己
岡
崎
忠
に
報
じ
奉
る
所
以
で
あ
る
と
結
ん
で
ゐ
る
。
山
一
墜

思
想
の
倫
現
的
焦
賦
は
、
常
に
麦
悌
の
道
に
あ
っ
た
が
、
特
に
椛
庵
の
如
き
は
、
忠
を
以
て
孝
主
流
吉
、
治
闘
を
借
り
て
奔
ー
ば
の
こ

と
を
論
弘
、
後
世
の
心
童
話
に
於
て
も
、
家
内
の
和
合
を
説
く
己
と
が
最
大
白
課
題
と
怠
っ
て
ゐ
る
。
己
よ
於
て
、

m
悶
ふ
と
こ

一
一
路
個
慌
で
あ
り
乍
ら
も
、
而
も
全
般
を
離
れ
ざ
る
の
み
た
ら
十
、
全
慨
を
代
表
す
る
個
慌
を
巧
へ
て
ゐ
た
と
と
は

注
目
す
べ
き
制
で
あ
る
と
思
ム
。
和
辻
博
士
は
、
己
の
立
揚
を
「
家
の
利
己
主
義
」
と
批
判
せ
ら
れ
る
が
、
山
四
月
十
し
も
、
利
己
主
義
の

る
白
個
憶
は
、

語
が
油
切
で
あ
る
か
否
か
は
越
か
に
断
じ
難
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

心
血
干
に
於
げ
る
怒
涛
思
想

同前、 251-5頁。 23) 郡出問答、巻之一、 23頁。
再来論、 I 巻(前掲心瞳叢古、第一指)~ 149頁。
前掲拙稿、手島崎庵の経済思想、 55-6頁、 58頁。
和証二哲郎博士、現代円本主町人根刊，(槙日本精神虫軒究)、 323-61To

22) 
24) 
25) 
26) 



捷
験
と
賞
践
lr一
主
草
ん
十
る
心
皐
の
僻
統
は
、
思
想
の
表
現
に
於
て
屡
々
身
漫
卑
近
心
事
例
を
事
げ
、
モ
白
故
に
よ
〈
一
耽
台
数
化

の
貨
を
皐
げ
得
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
そ
れ
は
車
左
る
通
俗
を
行
と
せ
し
古
の
で
泣
く
、
初
に
一
言
せ
し
如
〈
、
そ
の
根
底
に
は
常

に
哲
撃
的
原
理
主
失
は
左
か
っ
た
。
寓
話
、
例
話
は
、
具
般
的
背
遍
者
と
し
て
皐
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
故
に
、

一
宇
不
感
心
徒
と
雄
も

之
を
よ
〈
解
し
得
る
と
北
九
に
、
道
心
あ
り
、
悟
境
に
入
り
し
も
白
は
更
に
亦
深
く
そ
の
意
味
を
味
ふ
と
と
が
出
来
る
と
己
ゐ
に
道
話

の
特
色
が
あ
っ
た
。

然
し
乍
ら
、
執
れ
に
し
て
も
、

身
港
日
常
の
生
活
事
例
主
探
る
が
故
に

経
済
生
活
に
も
陥
る
L
と
と
ゐ
多

く
、
哲
朗
甲
ー
と
」
経
済
と
が
と
の
意
味
に
於
て
結
付
昔
、
市
平
ろ
、
粧
品
川
生
前
に
依
っ
て
背
墜
を
考
ふ
る
如
き
翻
あ
る
揚
合
が
屡
々
存
ず
る

の
で
あ
る
。

他
方
に
於
て
、
心
躍
D
現
貫
主
義
的
傾
向
は
、
物
を
作
り
、
物
を
配
し
、
物
を
消
費
す
る
経
済
生
活
が
、
す
べ
て
の
生
活
の
北
底

た
る
こ
と
を
認
む
る
も
の
で
あ
っ
て
、
抗
日
翁
の
如
き
は
、
天
地
の
聞
に
生
を
字
く
る
も
の
、
衣
食
住
の
二
一
つ
よ
り
他
に
仕
事
は
な
い

止
さ
へ
極
言
す
る
。
と
の
描
に
就
て
は
、
ル
憎
巌
の
一
『
部
部
問
符
』
に
於
け
る
土
張
が
、
物
を
作
り
、
物
を
配
す
る
町
人
、
特
に
物
の
配

町
人
存
立
の
意
義
を
両
調
す
る

K
あ
っ
た
と
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
卸

ゆ
り
、
「
商
人
皆
農
λ
と
な
ら
ば
、
財
寅
を
過
は
す
者
な
く
し
て
、
高
民
の
難
儀
と
た
ら
ん
」
と
崎
一
似
し
た
白
で
あ
る
。
然
る
に
、
か
く

た

す

げ

勺

の
如
〈
、
商
人
存
立
の
意
義
主
高
調
し
得
る
所
以
の
も
白
は
、
買
に
、
「
商
人
の
資
質
す
る
は
天
下
の
相
し
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
商

給
を
司
る
べ
き
商
人
白
枇
合
的
役
割
を
問
明
し
て
、

業
は
「
禿
干
の
財
資
を
通
用
し
て
、
高
川
内
の
一
心
を
や
す
む
お
」
も
の
で
あ
り
、
商
人
は
「
一
耐
を
得
て
高
氏
の
一
心
を
安
ん

F
る
」
の
で
あ
る

か

ら

の

か
ら
、
「
天
下
の
口
性
」
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
こ
L

に
於
て
、
権
燥
が
町
人
を
市
井
の
臣
と
友
し
、
町
人
選
を
回
民
遣
と
し
て
把

主窪
『 せ
± し
屈と
工跡、と
日 1;1:
天

下 手記

事iま
た 宇
主;-I':t 'D 

"由。五士
t亡
11"( 
す
る
と
こ

ろ
て?

あ
る

印
ち
~1 
く

i
t
f
〈

も

ど

止

り

凹
民
を
拍
晶
玉
ふ
は
君
の
職
な
り
。
君
を
相
る
は
四
民
の
職
分
な
り
。
士
は
…
耳
車
枚
あ
る
臣
な
り
。
農
人

石
門
心
畢
に
於
け
る
純
情
思
想

第
五
十
=
一
番

四
回
三

第
四
抗

J¥. 

頁
頁

4
I
 

7

7
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石

門

心

畢

に

於

け

る

印

腕

冊

思

想

第

四

説

き

う

ぼ

う

た

す

〈

は
草
葬
の
臣
な
り
。
商
工
は
市
井
の
臣
な
り
。
臣
と
し
て
君
を
相
る
は
臣
の
道
な
り
。
商
人
の
頁
買
す
る
は
天
下
の
相
な
り
び
』

第
五
十
=
一
審

四
四
回

F、

商
人
は
君
を
相
く
る
市
井
の
距
と
し
て
存
立
の
意
義
を
有
す
る
が
放
に
、
財
賢
6
V
流
一
泊
せ

L
め
、
金
銀
の
と
と
を
司
る
役
人
と
も

謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。
き
れ
ば
、
外
に
射
し

τ、
刑
舎
に
於
け
る
町
人
存
立
の
意
義
在
高
調
し
売
る
栴
巌
は
、
肉
、
町
人
に
封
し
、
町

人
自
障
が
よ
〈
町
人
遣
を
自
費
す
べ
き
を
絶
叫
し
た
の
で
あ
る
。
町
人
は
市
井
の
臣
た
る
自
費
と
信
念
と
に
生
昔
ね
ば
訟
ら
由
。
商

エ
は
市
升
白
臣
、
商
人
は
天
下
回
財
費
を
泊
州
し
て
高
民
の
一
心
を
安
ん
十
る
役
人
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
と
の
金
銀
財
賓
を
、
我
が
も

の
と
思
は
や
、
「
我
は
こ
の
と
止
を
司
る
役
人
と
思
ム
士
山
L
P一
堅
持
し
た
け
れ
ば
在
ら
泊
。

然
ち
は
、
商
人
の
利
を
得
る
は
、
道
に
非
ら
ざ
る
行
筋
で
あ
る
か
。
否
、
梅
肢
は
、
最
も
力
強
〈
、
貴
利
の
正
賞
た
る
所
以
主
主

張
し
た
。
日
〈
、

『
直
利
を
得
る
は
商
人
白
遭
な
り
。
一
耳
観
に
直
る
を
道
と
い
ふ
こ
と
を
聞
か
ず
。
賀
利
を
欲
と
一
耳
ひ
て
遣
に
あ
ら
ず
と
い
は
い
込
先
づ
孔
子
の
子
買
を
何

と
て
相
弟
子
に
は
な
さ
れ
V

候
字
。
子
買
は
孔
子
白
描
を
以

c
賀
買
の
上
に
用
ひ
ら
れ
た
り
。
子
買
も
貰
買
白
羽
輯
〈
紅
富
む
る
と
と
有
る
べ
か
ら
ず
。

っ
か
ふ

η

同
人
白
買
利
は
士
の
時
に
同
じ
。
買
剰
な
〈
ぼ
土
の
融
無
〈
し
て
事
る
が
如
し
。
』

梅
爆
は
、
商
人
白
貰
利
主
、
岡
地
D
作
得
や
工
人
の
作
料
と
共
に
、
之
を
武
士
白
封
藤
と
同
一
服
し
て
惜
ら
た
い
。
「
商
人
の
貰

航

吋

【

特

唯

一

》

利
は
天
下
御
免
し
の
捺
」
で
あ
る
。
利
を
取
ら
ざ
る
は
商
人
で
な
い
。
正
首
友
利
を
取
る
と
と
と
平
商
人
の
王
直
で
あ
る
。
然
し
、

商
人
が
金
銀
財
賓
の
己
と
を
司
る
役
人
た
れ
ば
と
そ
、

た
か
ら

忙
、
市
井
白
臣
た
る
商
人
は
、
須
〈
「
財
を
寅
る
中
に
識
あ
る
と
と
を
知
る
」
べ
く
、
何
よ
り
も
「
勤
む
べ
音
事
を
先
と
し
得
る
事
を

後
に
す
る
の
忠
を
つ
く
す
」
調
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
商
人
道
心
本
義
で
あ
る
u

己
、
に
於
て
、
梅
山
肢
は
、
商
人
の
経
神
倫
理
を
高

(
註
ニ
v

し
た
白
で
島
bJ
、
後
白
心
掛
-
思
想
位
、
と
め
鍛
を
最
も
重
ん
じ
た
自
で
あ
る
。
商
人
は
、
天
下
の
人
A

に
商
品
を
寅
る
と
と

K
依
つ

モ
の
利
潤
を
武
士
の
封
蔽
に
比
せ
ら
れ
る
根
擦
も
生
や
る
白
で
あ
る
。
故

。14
頁
厄
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て
生
活
す
る
も
む
で
あ
る
か
ら
、
「
商
人
の
田
地
は
天
下

D
人
々
に
あ
り
、

ぺ
く
、
天
下
の
人
々
に
勤
め
設
す
.
へ
き
は
憤
然
の
こ
と
で
あ
る
。

天
下
。
人
々
は
我
が
俸
般
の
主
忙
あ
ら
宇
や
」
と
言
ム

(
註
一
)
但

L
、
利
は
元
銀
に
謝
し
て
何
程
と
定
品
る
こ
と
は
出
車
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
時
円
相
場
に
捷
動
あ
る
が
故
で
あ
る
。
そ
こ
に
梅
践
の
韓
鴎

し
た
商
業
資
本
主
義
社
官
の
鯉
務
機
構
が
考
九
ら
れ
て
居
り
、
時
の
相
場
は
決
し
て
商
人
一
巴
の
私
で
は
な
〈
、
天
の
な
す
と
こ
ろ
、
個
人
の
意
志
を

越
え
た
社
曾
自
然
の
商
事
情
に
基
く
も
の
で
あ
る
左
考
へ
る
。

(
註
ニ
)
執
し
、
そ
の
情
理
的
内
容
に
就
て
は
、
武
士
の
道
徳
を
理
想
と
し
た
の
で
ち
り
、
商
人
と
雌
も
心
は
士
に
劣
る
ま
じ
と
自
費
す
べ
き
を
説
い
て

ゐ
る
。
と
れ
、
武
士
を
町
人
同
様
と
見
な
さ
ん
と

L
た
海
骨
青
枕
と
酎
比
せ
ら
れ
6
日
間
以
で
あ
る
。
掠
し
、
ぎ
た
、
と
の
限
り
に
於
て
、
「
商
人
の
誌

と
言
L
'と
も
何
ぞ
士
農
工
の
遣
に
替
る
こ
と
あ
ら
ん
畠
ご
と
考
へ
ら
れ
、
町
人
皐
と
し
て
の
心
開
唱
が
人
間
瞳
と
な
る
所
叫
が
存
ず
る
の
で
る
る
。

金
銀
財
費
は
決
し
て
私
人
の
私
物
で
は
友
い
。
松
翁
は
、
「
金
銀
は
浮

世
の
借
り
物
、
財
資
は
世
界
の
道
具
で
、
世
の
中
の
備
へ
物
」
と
一
百
ふ
。
世
界
の
道
具
で
あ
り
、
世
の
中
の
備
へ
物
で
あ
る
財
貨
を

か
〈
反
行
し
来
れ
ば
、
富
の
主
は
天
下
の
人
々
で
あ
る
。

生
産
し
配
給
す
る
も
の
が
、
由
の
中
の
矯
に
勤
め
課
す
べ
苦
は
常
然
の
任
務
で
あ
る
。
そ
の
住
務
を
川
市
す
が
故
に
、
利
拘
と
云
ム
時

を
得
て
生
活
す
る
と
と
が
州
市
刑
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
亦
、
金
銀
財
授
の
消
費
に
際
し
て
も
、
所
謂
生
前
正
義
の
賢
現
に
努
め
ね

ば
た
ら
ぬ
己
と
は
言
ム
起
も
な
い
。
鎌
同
一
窓
は
、
鈴
持
と
金
持
の
問
答
を
以
て
、
と
白
と
と
を
巧
に
述
べ
て
ゐ
る
。
卸
ち
、

『
鑓
持
金
持
に
問
う
て
日
〈
、
「
諺
に
鎚
持
品
ヤ
り
を
泣
は
ず
、
人
前
持
か
ね
を
遣
は
ず
と
い
山
。
な
る
ほ
"
と
拙
者
は
や
り
を
症
は
ず
、
唯
鎚
を
持
つ
の
み

な
り
。
此
鎚
を
持
た
ざ
れ
ば
、
お
鍋
が
粥
餅
も
喰
ふ
事
な
、
b
f
D
楳
で
遊
中
な
ら
ぎ
れ
ば
、
明
暮
鑓
を
も
つ
が
所
社
。
お
身
様
は
ま
た
#
別
。
金
持
か

ね
を
症
は
ず
ば
、
金
も
た
ざ
る
に
同
じ
こ
と
。
何
の
盆
か
是
る
ら
ん
。
金
持
か
血
を
泣
は
ず
と
は
い
か
な
る
詩
ぞ
。
」
金
持
の
日
〈
、
「
金
拠
を

R

界
m

河
町
と
知
る
人
は
倹
約
を
本
ξ

し
て
自
身
の
柴
組
物
評
に
は
金
を
帥
艇
は
ず
。
予
申
立
泣
」
金
払
を
、
誰
か
是
を
金
泣
ひ
と
言
ふ
べ
き
で
却
ま
た
金

銀
を
己
が
も
の
と
頼
む
人
口
、
企
は
持
つ
で
も
、
L
J

廿
き
故
、
金
持
か
ね
を
遣
は
ず
と
誠
ら
る
λ

。
金
持
の
か
ね
を
泣
は
自
に
は
、
存
立
円
あ
り
、
倹
約
あ

p
o
公
あ
り
、
私
あ
り
。
蘇
す
も
あ

m
、
殺
す
も
有
る
ペ

L
o
抱
ぎ
た
遺
ふ
べ
き
錨
白
金
は
浩
は
ず
、
却
っ
て
金
に
泣
は
る
L
人
も
有
り
。
，
」
鎚

a
t
舎

が

た

き

も

と

持
ま
た
開
ふ
、
「
4
F

血
が
耐
と
い
ふ
世
話
あ
り
。
金
持
は
み
な
敵
も
ち
か
。
」
企
拍
わ
ら
ふ
て
い
は
く
、
「
金
な
ん
ぞ
、
か
た
き
な
ら
ん
。
金
は
本
よ
り
賓

石
門
心
単
に
於
H
U

る
制
問
居
期
岨

俸
五
十
三
怪

/又

四
四
五

静
岡
崎
匹

石田先生諾蜂(山田俊卿ぶ)、巷一寸一、士と皆と商と帽を主として行ひよか
らんやの帳。 n) 都町問答、春之二、 70-71頁参照。
同前、巻之二、 70頁。野村氏、眠網日本極桝思想史、 τ併頁、 24S頁。相i稿、
石阿梅肢の経済思想(山口商畢雑誌、第寸 巻第三競) 91-2頁参照。
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な
り。
本主百

占同
v ，t，. 
b当 陸北

ねた
住於
拭け
なる
オし 吉里
ど「 背守
も 回

想
是
も
ま
た
持主
人t
P亡

よ
る

~ 
L 。

策
五
十
三
巻

か
た
き
か

金
が
敵
賊
。
欲
が
か
た
き
か
。
金
が
費
か
。
命
J
F
賓
敗
。
金
持
の
金
が
世

一』

四
四
六

第
四
擁

ハ、
問

界
の
金
ι
M
O
l
-
雌
持
の
い
は
〈
、
「
金
持
白
金
が
金
持
白
金
に
あ
ら
ざ
る
事
は
、
鑓
も
ち
D
m
臨
が
鑓
持
の
鑓
に
あ
ら
ざ
る
に
て
知
り
ぬ
。

か
ね

金
銀
の
使
注
に
は
、
公
あ
り
、
私
あ
り
、
義
あ
っ
て
使
ふ
金
に
し
て
は
じ
め
て
、
令
一
は
生
き
る
り
で
あ
る
の
使
ふ
べ
き
金
に
、
却

っ
て
使
は
れ
て
ゐ
る
の
が
、
市
民
枇
合
の
有
校
で
あ
る
。
人
は
須
〈
、
金
銀
財
賓
の
意
義
と
モ
の
公
共
性
を
白
府
比
し
た
け
れ
ば
な
ら

由
。
ま
と
と
に
、
鑓
持
の
鎚
は
鑓
持
の
鑓
に
非
ら
宇
、
金
持
の
金
は
金
持
の
金
に
あ
ら
ざ
る
所
以
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
恰

も
、
こ
の
身
、
己
の
身
胆
閣
が
、
臼
己
の
も
の
で
あ
り
乍
ら
も
、
親
の
も
の
で
あ
り
、
一
お
の
も
り
で
あ
り
、
国
家
の
も
の
で
あ
り
、
大

君
の
身
嘘
で
あ
る
と
同
じ
で
あ
る
。

己
t

込
に
於
て
、
心
事
の
僻
統
た
る
戎
た
し
の
境
地
が
高
調
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
絞
済
生
前
は
、
物
に
闘
す
る
が
放
に
、
け
ほ
も
心

が
物
に
泣
か
れ
日
如
く
、
小
北
の
私
心
私
慾
が
刷
聞
き
易
い
場
所
で
あ
る
。
「
ゐ
れ
が
長
れ
が
」
と
一
-
M

ふ
私
心
私
慾
が
横
行
し
易
き
が
枕
に

と
そ
、
心
懇
の
教
化
が
必
要
で
あ
る
。
道
話
が
最
も
力
を
入
れ
た
の
は
、
此
庭
で
あ
っ
た
。
鳩
翁
道
話
に
は
、
花
見
の
則
、
貸
雪
隠

を

闘

賞

に

す

る

家

が

あ

り

、

更

に

立

ぽ

た

蛍

隠

を

作

っ

て

一

両

側

に

貸

さ

う

と

し

た

狙
慾
た
隣
家
の
七
十
人
が
そ
の
繁
円
円
を
茨
ん
刊
に
、

が
、
併
乎
が
た
い
、
そ
こ
で
、
解
首
持
命
町
一
で
隣
C
4吋
」
隣
に
刊
か
け
て
一
日
頑
張
っ
た
ー
と
一
一
同
ム
話
を
引
い
て
、
「
ナ
ン
ト
両
円
い
附
で

ご
ざ
り
ま
吐
う
が
、
乙
れ
が
E
れ
、
小
人
凡
夫
の
は
ら
は
た
の
開
帳
王
、
」
と
泊
。
へ
て
あ
も
人
は
己
け
て
も
倒
れ
て
も
、
己
れ
一

人
が
よ
け
れ
ば
よ
い
と
え
ふ
私
心
私
慾
は
‘
粧
品
川
生
活
に
於
て
最
も
現
は
れ
易
い
の
で
あ
る
。
私
心
を
去
っ
て
、
本
心
忙
立
復
り
‘

設
友
し
の
境
地
に
人
う
て
の
み
、
所
謂
滅
私
奉
公
の
維
持
何
倫
迎
が
寅
現
せ
ら
れ
て
、
町
人
の
同
道
が
費
時
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。

ず

か
、
る
立
場
よ
り
、
怖
践
は
共
慌
的
た
経
済
倫
理
の
第
一
正
し
て
匹
直
の
徳
を
県
げ
て
ゐ
る
。
商
人
と
坪
風
と
は
町
一
ぐ
に
は
い
止
た

ゆ
釘

宇
な
ど
一
一
一
同
ふ
は
阻
俗
白
挟
で
あ
る
。
的
恨
の
見
解
に
依
れ
ば
、
む
し
ろ
扉
風
は
少
し
で
も
曲
み
あ
れ
ば
轟
ま
れ
宇
、
地
面
干
か
た
ら
ざ

担翁道話、四篇巷之下、 151頁。
雨やFり(前掲品、畢叢書、告書二筒)、 2田「乞04頁→官射筆者。
嶋翁道話、量之上(岩醍文庫)6.5-9頁。
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れ
ば
立
た
危
い
。
商
人
も
そ
の
様
に
自
然
心
正
直
が
な
く
て
は
、
人
と
恒
ぴ
立
ち
.
商
業
一
肌
曾
で
健
全
な
る
務
展
を
没
ぐ
る
こ
と
を

ぜ

色

明

日

山

仰
な
い
。
「
肝
風
と
商
人
と
は
直
寸
な
れ
ば
立
つ
、
仙
め
ば
立
た
肌
し
と
一
万
ふ
と
と
を
取
建
へ
て
は
紅
ら
た
い
。
川
し
て
、
亡
、
に
一
日

目
す
べ
き
は
、
と
の
正
直
の
徳
を
、
栴
巌
は
一
岬
圃
H
十
併
の
岡
山
人
道
徳
と
し
て
基
礎
付
け
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
正
直
は
、
士
農
工
商

の
一
執
れ
も
が
、
人
と
し
て
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
泊
で
あ
る
の
み
在
ら
中
、
正
直
こ
そ
紳
心
御
徳
心
紋
幹
で
あ
る
。
一
昨
庄
は
‘
人
m
h
z

太
一
州
自
の
御
心
で
あ
り
、
ー
直
の
心
を
尖
ふ
も
の
は
皇
太
一
岬
自
の
御
心
に
背
く
が
岐
に
、
伯
仲
凶
日
本
に
住
む
べ
き
上
地
も
た
い
で
あ

ら
う
と
梅
巌
は
喝
破
す
る
の
で
あ
る
c

次
に
、
消
費
生
活
に
於
け
る
絞
情
倫
理
は
伶
約
で
あ
る
c

首
時
の
粧
怖
感
者
に
し
て
倹
約
を
説
か
ぬ
も
白
は
な
い
が
、
栴
誠
の
仇
判

約
諭
に
特
異
在
る
も
の
は
、
倹
約
を
以
て
正
直
心
徳
心
夫
現
な
り
と
し
た
割
で
あ
る
。
俄
約
と
は
、
財
貨
消
費
に
過
不
及
在
苦
を
謂

ふ
の
で
あ
る
が
、
小
孜
の
鴻
に
す
る
倹
約
は
結
局
慾
心
心
務
保
に
過
ぎ
十
、
杏
南
に
堕
す
る
υ

倹
約
は
枇
曾
心
錦
、

χ
下
の
錦
町
伶

約
で
怠
け
れ
ば
な
ら
ね
。
否
、
そ
れ
で
も
な
ほ
不
充
分
で
あ
る
。
花
身
白
押
刷
、
ー
へ
F
心
錦
、
道
心
筋
左

E
と
、
何
か
の
鴻
に
す
る
は

H
闘
の
倹
約
で
は
な
い
。
「
倹
約
と
い
ム
は
、
他
の
俄
に
あ
ら
や
、
生
れ
な
が
ら
の
rm
也
に
か
へ
し
皮
き
矯
た
り
。
L
「
予
が
云
ふ
倹
約
は

私
曲
た
〈
心
を

E
Lく
す
る
中
う
に
教
へ
た
き
士
山
な
り
」
止
梅
巌
は
漣
ぺ
て
ゐ
司
令
査
し
、
人
本
来
の
姿
は
、
私
心
た
〈
、
私

慾
な
吉
も
の
に
し
て
、
私
心
を
捨
て
、
私
慾
の
迷
引
い
を
去
る
た
ら
ば
、
自
ら
品
開
約
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
帥
t
f
E
直
の
本
義

A

注
v

で
あ
る
。

(
詰
)
『
帯
家
論
』
は
家
を
治
品
持
ふ
る

r
は
、
倹
約
が
本
な
る
所
以
を
許
週
一
せ
L
も
の
で
あ
る
。
主
た
、
植
民
回
日
常
生
活
が
買
に
倹
約
に
倣
L
て
み
た

こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

然
る
に
、
人
が

E
直
の
心
に
立
佐
る
左
ら
ば
日
ら
倹
約
'
と
な
る
の
一
は
、
結
局
、
物
の
岡
山
を
感
じ
、
人
の
恩
を
忠
ふ
が
放
で
あ
る
。

石
門
、
山
串
に
於
け
る
組
問
思
想

第
五
十
=
一
巷

凹
凹
七

勢
凶
勤

丹、

五

郡部問答、巻之二、 69-70頁。
斉家論、下巻(前掲心差是叢書)162頁及'rs164頁参加。
同前、 153、1591えび164頁。石田先生語録、巻七、柿儒伸ともに性理は主棋の
所也白保。同前、巻十上、倹約の峰。
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石
門
心
国
平
に
於
け
b
縮
済
思
想

第
五
十
=
一
番

第
回
腕

八
六

四
四
八

感
忠
誠
謝
が
人
を
倹
約
に
内
は
し
む
る
推
進
力
と
た
る
の
で
あ
る
。
自
然
の
息
み
と
世
の
中
の
思
を
思
ふ
と
昔
、
生
産
に
も
、
消
費

に
も
、
小
我
の
身
勝
手
は
出
来
る
も
り
で
は
た
い
。
か
〈
て
、
例
へ
ば
、
松
翁
は
生
産
と
闘
融
制
し
て
こ
心
己
と
を
誠
い

τ
円
く
、
何

事
で
も
「
ふ
や
す
が
天
地
白
御
商
費

委
一
粒
一
大
地
へ
あ
づ
け
て
ご
ら
う
じ
ま
せ
。
凡
そ
一
一
合
ほ
ど
で
御
返
済
な
さ
れ
る
。

物
を
施
し
て
恩
K
K
M
せ
ね
は
天
、

d
h

の
を
請
け
て
ム
干
し
て
反
ず
は
地
、
共
の
ふ
え
た
も
の
は
人
、
」
天
地
内
然
の
委
は
‘
主
と
と
に

み
り
と
去
〈
凶
ひ

E
げ
げ
ぷ

b

M

m

生
成
の
み
、
仲
道
で
は
陰
陽
冥
合
蒔
生
と
一
百
ム
で
あ
る
。
の
み
在
ら
や
、
世
の
巾
で
は
犬
々
の
人
々
が
夫
々
の
役
制
を
勤
め
て
、

h
u

互
に
助
け
合
っ
て
ゐ
る
。
百
姓
が
田
畑
を
作
る
に
も
、
鍬
の
鋤
の
と
、
共
の
外
に
色
々
な
農
具
を
使
は
ね
ば
危
ら
ね
が
、
そ
れ
も
枠

他
人
の
手
侍
ひ
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
、
他
人
の
生
産
に
か
L

る
も
の
で
あ
る
。
語
れ
が
/
¥
の
千
ば
か
り
で
は
、
大
浪
一
ー
本
も
作

れ
る
も
の
で
は
な
い
o

此
の
外
、
ふ
ヘ
ユ
峨
人
商
人
皆
同
ヒ
こ
と
。
か
〈
見
れ
ば
、
雨
露
の
謀
み
、
天
白
御
世
話
、
他
人
の
働
昔
、
世

間
の
助
け
が
あ
れ
ば
己
毛
、
我
々
心
生
産
行
規
も
完
う
し
得
る
の
で
あ
る
。
士
た
、
消
費
生
活
に
閥
聯
し
て
、
遺
二
の
言
葉
を
聞
け

ば
、
五
穀
を
始
め
、
農
作
物
が
大
地
に
培
は
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
鍋
釜
か
ら
金
銀
銭
に
至
る
ま
で
一
切
の
鎖
物
は
山
か
ら
掘
り

出
さ
れ
る
o

山
海
の
魚
介
鳥
獣
草
木
一
切
の
生
物
も
毎
日
人
の
爆
に
命
を
扮
て
て
ゐ
る
。
鯛
は
胸
の
妙
あ
っ
て
、
命
を
捨
て
t
h

人
む

用
に
立
ち
、
松
は
千
歳
の
齢
を
待
た
や
に
伐
り
倒
さ
れ
、
家
と
な
り
道
具
ー
と
な
っ
て
人
を
助
け
る
。
「
押
是
一
天
の
御
恵
み
、

却

し
て
免
末
に
成
ら
う
か
L

と
反
省
し
た
け
れ
ば
在
ら
ね
。
の
み
た
ら
や
、
人
生
は
全
〈
枇
舎
の
忠
に
依
っ
て
借
ま
れ
る
。
夫
々
の
職

〈コ
と

八
町
忙
感
じ
て
世
の
甲
白
人
々
が
汗
膏
を
絞
っ
た
も
の
を
、
我
々
は
消
費
す
る
心
で
あ
る
u

権
巌
白
歌
に
日
く
、

『
炭
薪
米
葬
立
に
い
た
る
迄
賜
山
が
つ
の
汗
と
思
へ
ば
』

『
行
調
ム
牛
の
苦
言
け
ば
漢
と
共
に
身
を
ぞ
養
士

か
〈
て
、
人
々
は
常
に
足
る
と
と
を
知
っ
て
、
分
に
安
ん
じ
、
今
日
の
一
冥
加
を
知
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
。
知
足
安
八
7
己
毛
、
安
心
立
命

石田先生事蹟(前掲心畢叢書)297-9頁参照。尚、前掲拙稿、石田梅般の相関
思想、 90頁参照。
松翁道話、ニ筒、巻之山、 65頁。
同前、五篇、巻之下、 183-4頁。
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心
基
で
あ
り
、
経
済
生
活
の
模
斡
で
あ
る
。
金
銀
財
賓
そ
心
も
白
は
決
し
て
貰
い
も
の
で
は
な
い
。
足
る
を
知
る
心
己
そ
、
何
に
も

ま
し
て
貴
い
費
で
あ
る
。
「
足
る
こ
と
を
知
る
心
こ
そ
賀
船
物
の
数
々
積
置
か
中
と
も
」
と
道
二
は
詠
じ
て
ゐ
る

d

結

語

踊
る
に
、
石
門
心
壊
は
、
経
済
生
滑
に
於
て
相
自
筆
を
考
へ
、
湾
曲
学
に
基
〈
倫
理
に
依
つ
亡
経
済
生
活
を
規
正
し
よ
う
市
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

そ
の
緯
験
と
賓
践
と
を
重
ん
や
る
傾
向
は

よ
〈
経
済
生
荷
の
重
要
性
を
認
識
し
得
た
が
、

特
に
始
祖
栂
巌
に
あ
っ
て

は
、
町
人
存
立
の
社
合
的
意
義
を
高
調
し
、
商
人
の
賓
刊
を
武
士
の
羽
操
に
比
し
て
仰
ら
な
か
っ
た
。
然
し
、
他
方
、
伎
は
町
人
選

。
臼
属
国
を
絶
叫
し
て
、
市
井
白
臣
た
る
町
人
の
経
済
倫
理
を
説
く
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
堵
庵
以
後
の
心
畢
は
、
か
生
る
側
面
が
著
し

く
強
く
在
っ
て
ゐ
る
。
か
〈

τ、
財
D
公
共
性
が
試
か
れ
、
商
業
道
徳
と
し
て
の
匝
直
が
高
調
せ
ら
れ
、
消
費
道
徳
左
し
て
の
倹
約

も
こ
白
立
場
か
ら
論
ぜ
ら
れ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
白
然
の
患
と
人
の
恩
と
が
反
省
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
縦
底
に
貫
く
思
畑
山

は
、
「
我
な
し
白
木
心
」
に
立
復
る
と
と
で
あ
っ
た
。
我
な
し
の
本
心
を
務
明
す
れ
ば
、
蝉
柑
亡
知
足
安
分
の
悟
境
K
入
る
。
心
事
思
想

。
援
心
は
、
か
〈
て
、
知
足
安
分
に
あ
る
と
言
ふ
と
と
が
出
来
る
。
而
し
て
、
己
の
知
足
安
分
に
就

τ、
石
川
謙
博
士
は
、
梅
巌
の

「
我
も
一
箇
白
小
天
地
と
知
ら
ぽ
、
何
不
足
あ
る
べ
き
や
」
白
一
詰
を
引
い
て
、
知
足
と
は
我
も
亦
闘
漏
具
足
の
大
賞
在
た
る
己
ー
と
の
白

血
国
な
り
と
し
、
安
分
ー
と
は
職
分
を
勤
め
繭
み
て
、
全
身
全
力
を
打
込
む
己
と
で
あ
る
と
主
張
せ
ら
れ
ヲ
勺
戎
な
し
の
境
地
に
立
て

ば
、
凡
て
が
足
れ
る
そ
知
る
の
で
あ
っ
て
、
個
績
の
立
場
よ
り
和
合
す
る
道
は
己
、
に
あ
る
。
ま
た
、
分
に
安
ん
十
る
と
と
は
、
個

醐
聞
が
そ
の
持
場
令
一
同
周
到
し
て
、
持
場
を
山
守
Z
と
と
で
あ
る
。
故
に
、
心
穆
思
想
一
般
を
、
端
的
に
分
の
哲
堕
ム
」
呼
ぴ
、
そ
の
経
済
忠

想
主
分
白
経
怖
皐
と
呼
ぶ
己
と
が
同
来
る
。

石
門
品
畢
に
於
け
る
担
祷
思
想

第
五
十
一
一
一
巻

策
四
蹴

J、
七

四
四
九

哨ゃ保

。
〈

頁

べ

寸
む

ψ

勤

可

。
て
吋
日

頁

得

及

叩

心

頁

ト

何

回

」
印
加、

ほ
し
究

巾
約
時
僻

之
倣
加
白

巻
、
、
克

、一

F
畢

編
巻
摘
心

玉、一一一円

、
錯
、
石

話
語
話
、

誕
生
並
土

翁
先
翁
博

二
間
二
川

遊
石
遺
石
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石
門
心
畢
に
於
け
る
粧
梼
思
想

第
五
十
三
春

四
五

O

第
四
揖

丹、

ハ、

然
し
、
ま
た
、
そ
こ
に
心
皐
思
怨
の
限
界
が
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
堵
庵
が
「
民
自
心
皐
L

と
一
言
へ
る
は
味
は
ふ
べ
き
百
葉
で
あ

り
、
所
詮
、
石
門
心
製
は
民
の
分
を
設
い
h
k

も
白
で
あ
る
。
己
t

誌
に
、
心
印
刷
千
が
御
用
筆
問
に
時
十
る
危
険
が
あ
っ
た
。
八
刀
白
経
済
部
一
・

は
、
具
健
的
た

H
本
国
民
経
神
阜
の
一
契
機
た
る
を
失
は
た
い
が
、
知
足
安
分
の
忠
怨
は
、
他
方
に
於
て
、
足
る
を
得
し
め
、
分
を

正
し
〈

L
、

究
全
な
る
意
味
を
持
つ
こ
と
が
問
来

各
々
そ
む
所
を
得
し
む
る
岡
家
の
」
仏
揚
、
世
同
政
者
の
立
揚
左
結
付
い
て
の
み
、

る
。
そ
れ
を
離
れ
て
、
知
足
安
分
の
み
を
設
〈
た
ら
ば
、
御
用
車
問
正
難
E
ら
れ
で
も
致

L
右
が
た
い
と
言
は
仙
ば
在
ら
ぬ
。

今
や
、
超
非
常
時
口
加
に
際
脅
し
て
、
心
感
役
興
の
機
運
が
動
苦
、
新
胆
旧
制
白
蓮
山
崎
百
に
之
を
採
り
入
れ
よ
う
と
す
る
試
が
行
は
れ
て

ゐ
る
。
我
な
し
が
滅
私
奉
公
で
あ
り
、
分
自
思
想
が
臣
道
資
践
の
基
礎
た
る
は
疑
を
容
れ
左
い
と
こ
ら
で
あ
り
、
目
つ
道
詩
的
表
現

が
よ
く
枇
舎
敦
化
白
賓
を
事
げ
得
る
瓢
に
荒
日
せ
ら
る
べ
昔
も
の
あ
る
も
、
そ
れ
ん
」
共
に
、
現
代
の
世
界
史
的
日
本
に
あ
っ
て
、
開

和
の
一
心
撃
を
再
興
す
る
と
せ
ば
、
二
一
致
止
拐
の
精
利
上
り
し
て
、
大
い
に
西
洋
文
化
白
昼
素
を
も
採
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
吏

に
前
述
の
如
〈
御
川
撃
的
判
格
を
持
つ
に
五
ら
ざ
ら
ん
己
と
を
絶
え
や
反
省
し
な
貯
れ
ば
た
ら
ね
と
忠
ふ
。

欲と無欲との針(前謁堵庵全集)592頁。2) 




